「イノベーションに関わる知の融合調査」アンケートのお願い

期間：２００６年１２月２０日から２００７年１月１５日１７時まで

＜アンケートの趣旨＞

横断型基幹科学技術研究団体連合（横幹連合）では内閣府総合科学技術会議より「イノベーションに関わる知の融合調査」を受託し，このための一つの調査活動としてアンケート調査を実施します．この調査は，我が国の科学技術政策の立案に対して提言する事を目的にしています．今後の科学技術創造立国を目指してより良い政策が展開されるよう，科学技術分野に身を置く皆様の積極的な回答をお願い致します．

我が国の科学技術を牽引する第三期科学技術基本計画は，「イノベーション」の重要性を訴え，イノベーションを「知の創造を社会的・経済的価値に結びつけるプロセス」と定義して，イノベーションを喚起する政策を展開しています．そこで，これまでイノベーションを起す事に成功した例，不成功の例，あるいは予期せぬイノベーションを生み出した例，更にはそのプロセスで「知の融合」がどのように役立ったか，といった事例をお聞きし，そこから有効な科学技術政策提言をあぶりだす事を狙いに，皆様にアンケート調査をお願いするものです．皆様の経験を基にアンケートにお答え下さい．

なお，このアンケートの設問にあたっての問題意識を以下にメモしてあります．回答の参考になると思われますので，ご一読ください．なおこのページをプリントアウトして利用頂くと回答の際に参考になると思います． 

＜アンケート＞

1． あなたのお立場を教えてください．

（1） 大まかな年齢をお聞かせ下さい．　

２０代，３０代，４０代，５０代，６０代，７０代

（2） 所属学会をお答え下さい．複数ある場合にもアンケート回答の立場を一つだけでお願いします．
　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（3） これまでに携わってこられた仕事をベースに，このアンケートにお答え頂く立場を以下の項目から選んでください．　

研究，開発，研究管理，研究戦略，事業経営，その他（：　　　　　　　　　）

（4） 併せて，どの分野の視点でお答えいただくか，次の項目から選んでください．

研究開発・技術開発，製品開発・商品開発，事業開発・サービス開発，その他(：　)

（5） このアンケート分野の認知度を知りたいと思います．次の言葉をご存知がどうかお答え下さい．その言葉の意味をご存知，その言葉に関心がある，仕事で関係しているなどの言葉を全てクリックしてください．

　　　イノベーション，横断型基幹技術，知の融合，異分野融合，知と価値創造の結合パイプライン，イノベータ日本

2． このアンケートでは「イノベーション」を「知の創造を社会的・経済的価値に結びつけるプロセス」と定義しています．ここではイノベーションの成功事例をお聞きします．今までご自身が関係された仕事で，「イノベーション」の事例がありましたら，その内容お聞かせ下さい．無ければ，そのまま第３項に進んでください．

（1） どのような商品・サービス・市場・産業を生み出しましたか？（複数回答可）

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（2） 上記のどれか（あるいは全て）について，その最大の成功要因は何だったと思いますか？

キーワードまたは短文で記述ください．（複数要因可）

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（3） その際に，「知の融合」はありましたか？　あったとすればどの様に作用したと思われますか？

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（4） お答えいただいた事例について詳しく調べる事が出来る参考資料が有りましたら，書籍，文献，ＵＲＬなどを教えてください．（２件以内）

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

3． ここではイノベーションの不成功事例をお聞きします．今までご自身が関係された仕事で，知の創造の成果を，狙いとする社会的・経済的価値に結びつけることが出来なかった（目的の商品や事業まで至らなかった）事例がありましたら，その内容お聞かせ下さい．無ければそのまま第４項に進んでください．

（1） どのような商品・サービス・市場・産業の創造に至りませんでしたか？（複数回答可）

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（2） 上記の事例について，その不成功要因は何だったと思いますか？キーワードまたは短文で記述ください．（複数要因可）

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（3） その際に，「知の融合」はありましたか？　あったと思われる場合，もし「知の融合」が図られていたら成功に至った可能性はありましたか？　

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（4） お答えいただいた事例について詳しく調べる事が出来る参考資料が有りましたら，書籍，文献，ＵＲＬなどを教えてください．（２件以内）

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

4． ここでは知の創造が予期せぬイノベーションを生み出した事例についてお聞きします．今までご自身が関係された仕事で，知の創造の成果は狙いとしていた社会的・経済的価値は生み出さなかったが，当初狙いとしていなかった予期せぬ社会的・経済的価値を生み出した（バイプロダクトなどを生み出した）事例がありましたら，その内容お聞かせ下さい．無ければそのまま第５項に進んでください．

（1） その研究は当初，どの様な商品・事業を目的にしていましたか？

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（2） どのような予期せぬ商品・サービス・市場を生み出しましたか？（複数回答可）

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（3） この様な予期せぬイノベーションにつながった成功要因は何だったと思われますか？キーワードまたは短文で記述ください．（複数要因可）

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（4） その際に，「知の融合」はありましたか？　あった場合「知の融合」はどの様にイノベーションに作用したと思われますか？

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（5） お答えいただいた事例について詳しく調べる事が出来る参考資料が有りましたら，書籍，文献，ＵＲＬなどを教えてください．（２件以内）

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

5． 今後，我が国が知の創造によってイノベーションを起し続けていくために必要かつ有効な科学技術政策にはどのようなものがあるとお考えですか．また，政府の科学技術政策に望むことがありますか．自由にお書きください．（複数回答可）

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

以上で質問を終了します．アンケート結果を希望される方は次の希望ボタンを押し，所属，名前，メールアドレスを記入下さい．アンケート結果をお送りします． 

（ボタン）集計結果希望

所属

名前

電子メールアドレス

アンケートを終了します．

「確認」をクリックすると回答確認画面でお答え頂いた内容を確認する事が出来ます．記録を残したい場合にはこの画面をプリントアウト下さい．

「送信」をクリックすると，回答データが登録され，アンケート作業を完了します．

以上，「イノベーションに関わる知の融合調査」アンケートへのご協力，誠に有難うございました．

＜参考資料＞

アンケートの質問は以下の様な問題意識から設問しています．

（1） 基礎技術のアイデアを生み出す上で「知の融合」は有効ではないか？

（2） 研究・開発・事業化・産業化のプロセスにはどんなボトルネックがあり，その解消に「知の融合」は何らかの役割を果たしているのではないか？

（3） 各種戦略（研究戦略，技術戦略，事業戦略など）の立案や，プロジェクトの企画・実行において，「縦型技術」，「横型技術」，「横幹技術」，「知の融合」，「技術の融合」と言った要因は重要なマネジメント要素ではないか？

（4） 「知の融合」，「技術の融合」，「異分野融合」が有効な施策だとして，具体的にはそれを実現するためにどのような方策や仕組みがあるだろうか？

（5） 自分の会社や組織に持ち合わせない「知」や「技術」を利用するためにはどんな方法があるだろうか？

（6） イノベーションの創出実績，イノベーションの創出能力において，欧米と我が国に差はあるだろうか？　あるとしたらその要因は何であろうか？


【本件にかかわるお問い合せ先】


横幹連合 事務局


「イノベーション戦略に係る知の融合調査」係


E-mail：caopj@trafst.jp


ホームページhttp://www.trafst.jp/2006caopj/
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